
1 / 14 

 

 

 

 

 

 

 

少子高齢化の進展や単身世帯の増加により、地域における近隣関係の希薄化や社会的

孤立の課題をはじめ、介護や医療、住まい等生活課題へのニーズ増大が予測されていま

す。 

こうした状況に対応するため、国レベルでは介護保険制度の見直しや地域包括ケアシ

ステムの構築など、改めて暮らしの場である市町村域を基盤とした相談・支援のしくみ

づくりへ向け、制度が動いています。 

そうしたなか、開成町社会福祉協議会は、これまでも住民主体による福祉コミュニテ

ィづくりに邁進してまいりましたが、これからはよりいっそう地域住民の方々や公私の

社会福祉関係機関・団体等との有機的な連携と協働のもと、先駆性・開拓性を最大限に

発揮し、そのネットワークにより新たな福祉課題に対応したサービスの開発や相互のコ

ーディネートをすすめ、地域福祉推進の中核組織として寄せられる期待に応えてまいり

たいと考えます。 

一人ひとりの声を大切に、生涯にわたる生活を総合的に支えるしくみをコミュニティ

ワークの実践をつうじて築いていくこと、開成町らしさあふれる“共助”文化の創造を

めざして、本年度は次の事業・活動をすすめてまいります。 

 

 

 

みんなで育もう！  誰もが安心してイキイキと暮らせる福祉のまち  かいせい 

 

 

 

①  みんなでつながりあい、支えあい、 

   誰もが福祉活動に参加できる地域社会をめざそう！ 

【参加／コミュニティワーク】 

②  一人ひとりのニーズをもとに、 

   暮らしに根ざしたサービス・支援体制を開発・実施、提言しよう！  

【支援／ケアワーク】 

③  地域のあらゆる機関・団体と協働して、 

   計画的に福祉ネットワークづくりに取り組もう！ 

【連携／ネットワーク】 
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■地域福祉活動推進 部門 

■在宅福祉サービス 部門 

■法人運営    部門 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊理事12名には、会長1名、副会長2名、常務理事1名を含む。 

会
員
（
一
般
／
賛
助
） 

会  長 

副 会 長 

理 事 会 

＊執行機関 

理 事 

／12名 
■総務部会 

■事業部会 

評議員会 

＊議決機関 

評議員 

／26名 

監 事 会 

＊監査機関 

監 事 

／03名 

役員選考委員会 

常務理事 

事 務 局 

事務局長  

地域福祉活動計画 

進行管理委員会 

事務局次長 
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実施計画 基本目標 

基本理念 

みんなで育もう！  誰もが安心してイキイキと暮らせる福祉のまち  かいせい 

みんなでつながりあい、支え
あい、誰もが福祉活動に参加
できる地域社会をめざそ
う！ 

参加／コミュニティワーク 

一人ひとりのニーズをもと
に、暮らしに根ざしたサービ
ス・支援体制を開発・実施、
提言しよう！ 

支援／ケアワーク 

地域のあらゆる機関・団体と
協働して、計画的に福祉ネッ
トワークづくりに取り組も
う！ 

連携／ネットワーク 

住民参加による地域の福祉力
の向上 

総合的な生活支援のしくみづ
くり 

組織・運営基盤の整備・強化 

地域福祉活動推進部門 

在宅福祉サービス部門 

法人運営部門 

①自治会福祉活動の支援 

⑪事業推進体制の整備 

②ボランティア活動の推進（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ） 

③当事者活動の支援 

④広報啓発事業の充実 

⑤福祉教育事業の充実 

⑥総合相談・援護事業の充実 

⑦福祉サービスの利用支援 

⑨介護保険事業の推進 

⑧在宅福祉サービスの推進（介護保険外） 

⑩地域包括支援センター事業の推進 
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01  自治会福祉活動の支援 
 

① 自治会福祉活動 サポート事業の実施 

 

 

 

 

 

② 自治会福祉部連絡会の開催 

 

 

 

 

 

③ 自治会福祉部の育成・支援  

 

 

 

 

 

○④ 地区別ふくし座談会の開催 

 

 

 

 

 

02  ボランティア活動の推進（ボランティアセンター） 
 

① ボランティア講座の開催 （救急法、手話、傾聴） 

 

 

 

 

 

② ボランティア活動交流会の開催 

 

 

 

  

暮らしに身近な小地域（自治会エリア）において、さまざまな人々が互いにたすけあい、
交流できるようにする取り組み（自治会福祉活動）が、それぞれの地区にふさわしい創
意と工夫を活かしたものとして主体的かつ継続的に展開できるよう支援します。 

ふれあい・いきいきサロン等の開催
回数 

現状（H24末） 
 

121回 

目標（H26末） 
 

150回 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

各地区の事業進捗状況についての情報交換と今後の新たな活動展開及び課題についての
意見交換等を行うために、連絡会を2回開催します。 

生活支援型事業へのアプローチ強
化 

現状（H24末） 
 

未実施 

目標（H26末） 
 

実施 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

地区担当職員（福祉活動専門員）を派遣し、情報提供・助言等を行います。 

職員派遣回数（年延） 
現状（H24末） 
 

73回 

目標（H26末） 
 

80回 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

役職員が町内全地区へ赴き、住民の方々と膝を交えながらこれからの福祉のありかた等
をともに話し合うことにより、福祉活動における自治の実現をめざしたさまざまな取り
組みのより一層の充実・発展を図ります（＊隔年開催）。 

参加者数 
意見等の適切な反映 

現状（H24末） 
 

231人 

目標（H26末） 
 

250人 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

ボランティア活動に興味のある方々を対象として、知識の習得と住民の主体的な福祉活
動であるボランティア活動への参加を促進することを目的に、ボランティア活動入門編
としての①救急法、②手話、③傾聴の各講座を開催します。 

参加者数 
現状（H24末） 
 

71人 

目標（H26末） 
 

75人 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

町内外で活動するボランティアグループ等が集い、お互いの交流を深め、情報と課題を
共有し、ボランティアネットワークの拡大を図ることを目的に、交流会を開催します。 

参加者数 
現状（H24末） 
 

8人 

目標（H26末） 
 

15人 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

＊◎：新規、○：一部新規 
＊各施策（具体的取り組み）については、
25年度事業報告がまとまり次第、成果
と課題を明確化し、別途設定いたします。 
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③ ボランティアの発掘・育成 

 

 

 

 

 

④ ボランティアグループ等の育成・支援 

 

 

 

 

 

⑤ ボランティアセンター機能の整備・強化 

 

 

 

 

 

◎⑥ 生活支援型ボランティア派遣事業（仮称）の実施 

 

 

 

 

 

03  当事者活動の支援 
 

1） 高齢者関係 
 

① 敬老会の開催（開成町共催） 

 

 

 

 

 

② ふれあい交流会の開催（民生委員児童委員協議会共催） 

 

 

 

 

 

③ 老人クラブ連合会の支援（事務局） 

 

 

 

  

ボランティアの発掘・育成を図り、新規登録を促進します。 

新規登録者数 
下記⑥事業の創出・展開 

現状（H24末） 
 

0 

目標（H26末） 
 

10人 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

情報提供等を行うとともに、活動費の一部を助成し、活動を支援します。 

登録グループ数 
活動状況の把握 

現状（H24末） 
 

11グループ 

目標（H26末） 
 

15グループ 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

ボランティア活動に関する情報の整備・提供、相談及びボランティアの登録促進・育成
等を行うことにより、ボランティアセンター拠点機能の整備・強化を図ります。 

センター機能の充実・強化 
現状（H24末） 
 

実施 

目標（H26末） 
 
総合的な取組強化 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

住民互助型の新たなボランティア活動を創出・展開します。 

新たな事業の創出・展開・実施 
派遣仲介回数（年延） 

現状（H24末） 
 

未実施 

目標（H26末） 
 

120回 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

多年にわたり社会に貢献されてこられた70歳以上の高齢者の長寿を祝うとともに、高
齢者福祉を一層推進するために、敬老の日に際し敬老会を開催します。 

魅力ある内容への転換 
現状（H24末） 
 

開催（1回） 

目標（H26末） 
 

充実 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

各種在宅福祉サービス利用者等が一堂に会する社会参加の機会を提供し、相互の交流と
仲間づくりを促進するために、交流会を開催します。 

魅力ある内容への転換 
現状（H24末） 
 

開催（1回） 

目標（H26末） 
 

充実 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

当事者の固有な課題の解決、相互援助活動の促進を図るために、活動を支援します。 

会員数 
現状（H24末） 
 

940人 

目標（H26末） 
 

1,050人 
人 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 
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2） 障がい児者関係 
 

① 足柄上郡障がい者ボウリング大会の開催（足柄上郡5町社協共催） 

 

 

 

 

 

② 障がい児者ネットワーク会議の開催 

 

 

 

 

 

③ 身体障がい者福祉協会と心身障がい児者と家族の会かるがもの支援（事務局） 

 

 

 

 

 

◎④ 障がい児者生活実態調査の実施 

 

 

 

 

 

3） ひとり親家庭関係 
 

① ひとり親家庭ネットワーク会議の開催 

 

 

 

 

 

② 母子寡婦福 祉会つくしの会の支援（事務局） 

 

 

 

 

  

障がいをお持ちの方の社会参加を促進する事業の一環として、ボウリング大会を開催し
ます。 

参加者数 
現状（H24末） 
 

17人 

目標（H26末） 
 

20人 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

障がいをお持ちの方の生活を支援する一環として、関係機関・団体との情報の共有化と
連携強化を図り、ネットワーク化をすすめるために、ネットワーク会議を開催します。 

連携強化 
現状（H24末） 
 

開催（1回） 

目標（H26末） 
 

充実 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

当事者の固有な課題の解決、相互援助活動の促進を図るために、活動を支援します。 

会員数 
現状（H24末） 
 
52人（2団体計） 

目標（H26末） 
 
55人（2団体計） 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

 障がいをお持ちの方の生活実態や施策・サービスへの要望等を把握し、課題や福祉ニ
ーズを明確化するとともに、その解決へ向けて現行サービス改善の他、新規サービス創
出のための基礎資料とするために調査を実施します。 

実施とまとめ 
現状（H24末） 
 

未実施 

目標（H26末） 
 

まとめと反映 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

ひとり親家庭の生活を支援する一環として、関係機関・団体との情報の共有化と連携強
化を図り、ネットワーク化をすすめるために、ネットワーク会議を開催します。 

連携強化 
現状（H24末） 
 

開催（1回） 

目標（H26末） 
 

充実 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

当事者の固有な課題の解決、相互援助活動の促進を図るために、活動を支援します。 

会員数 
現状（H24末） 
 

20人 

目標（H26末） 
 

22人 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 



7 / 14 

 

4） 子育て支援関係 
 

① 子育て中の親子のサロン「チビッ子らんど」の開放 

 

 

 

 

 

② 新たな支援方策の調査・研究 

 

 

 

 

 

04  広報啓発事業の充実 
 

① 広報紙「社協だよりかいせい」と「かいせい社協かわら版」の発行 

 

 

 

 

 

② 社会福祉大会の開催 

 

 

 

 

 

③ ホームページの公開・更新 

 

 

 

 

 

④ 地区別かいせい社協説明会の開催（会員加入の促進とのリンク） 

 

 

 

 

 

  

福祉会館の一室（2F娯楽室、教養娯楽室）と3F人工芝バルコニー（ひよこ広場）を開
放し、おもちゃ図書館的な要素を加味した子育て中の親子のサロンとしてチビッ子らん
どを設置し、自由に交流や情報交換ができるスペースを提供します。 

参加者数 
現状（H24末） 
 

996人 

目標（H26末） 
 

1,050人 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】  

子育て支援にかかる新たな支援方策について調査・研究します。 

成果のまとめ 
現状（H24末） 
 

未実施 

目標（H26末） 
 

まとめと反映 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

町社協活動・事業のPRと福祉情報の提供、福祉意識の啓発・醸成のために広報紙を発
行し、町内全世帯、賛助会員及び関係機関等へ配布します。 

分かりやすく親しみやすい紙面づ
くりの工夫 

現状（H24末） 
 

実施 

目標（H26末） 
 

充実 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

永年にわたり社会福祉に貢献された方々の功績を称えるとともに、住民参加の福祉のま
ちづくりをさらにすすめるために社会福祉大会を開催します。 

魅力ある内容への転換 
現状（H24末） 
 

開催（1回） 

目標（H26末） 
 

充実 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

町社協活動・事業のＰＲと福祉情報の提供、福祉意識の啓発・醸成のためにホームペー
ジを公開･更新します（福祉会館各部屋の予約状況公開含む）。 

アクセス数 
現状（H24末） 

 
3,033回 

目標（H26末） 
 

3,300回 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

町社協の事業・活動を紹介するとともに、広く住民の方々の福祉への理解と関心を高め
ていただくことを目的として、全自治会の組長会議等において説明会を開催します。 

参加者数 
社協認知度の向上 

現状（H24末） 
 

314人 

目標（H26末） 
 

350人 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 
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05  福祉教育事業の充実 
 

① 福祉ふれあい教育推進事業への助成・支援 

 

 

 

 

 

② 小・中学生福祉作文コンクールの実施 

 

 

 

 

 

③ 小学生ふくし一日教室の開催 

 

 

 

 

 

④ 親子ふくし教室の開催 

 

 

 

 

 

⑤ 福祉教育関係者連絡会の開催 

 

 

 

 

 

⑥ 資格取得のための学生等実習生の受入 

 

 

 

 

 

  

酒田・酒田みずのべ保育園、開成幼稚園、開成・開成南小学校、文命中学校及び吉田島
総合高等学校が各々実施する福祉ふれあい活動に対して助成するとともに、講師の派遣
や情報提供等を行い、活動を支援します。 

支援回数 
現状（H24末） 
 

12回 

目標（H26末） 
 

15回 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

作文をとおして社会連帯を基調とした福祉への理解と関心を深め、福祉活動への主体的
な参加意識を育むために、小・中学校の児童・生徒を対象にコンクールを実施します。 

応募者数 
現状（H24末） 
 

415人 

目標（H26末） 
 

450人 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

福祉施設における体験等をとおして、障がいをお持ちの方に対する理解と関心を深め、
他人を思いやるやさしい福祉の心を育むことを目的として一日教室を開催します。 

参加者数 
現状（H24末） 
 

72人 

目標（H26末） 
 

84人 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

夏休み期間を利用し、子どもたちが保護者とともにさまざまな福祉体験をすることによ
り、自分自身や社会のあり方を考え、身近な地域の課題を解決できる力を育んでいける
よう、ふくし教室を開催します。 

参加者数 
現状（H24末） 
 

180人 

目標（H26末） 
 

200人 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

福祉教育事業とボランティア育成事業との整理を前提として、福祉教育プログラムの充
実と継続的な支援体制の確立及び学校等教育機関との連携強化を図るために、連絡会を
2回開催します。 

協働事業の創出・展開 
現状（H24末） 
 

未実施 

目標（H26末） 
 

実施 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

社会福祉士資格取得をめざす学生を、その実習先として受け入れます（社会福祉援助技
術現場実習）。 

受入学生数 
現状（H24末） 
 

4人 

目標（H26末） 
 

5人 
人 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 
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06  総合相談・援護事業の充実 
 

① 総合生活相談の実施 

 

 

 

 

 

② 生活福祉資金の貸付（県社協受託事業） 

 

 

 

 

 

③ 小口（緊急）資金の貸付 

 

 

 

 

 

④ 年末たすけあい援護費の支給 

 

 

 

 

 

⑤ 災害見舞金、交通遺児援護費（県社協受託事業）の支給 

 

 

 

 

 

07  福祉サービスの利用支援 
 

① 日常生活自立支援事業の実施（県社協受託事業） 

 

 

 

 

  

住民の皆さんの日常生活上のあらゆる相談に応じ、関係機関との連携のもと、適切な助
言と援助を行うことにより、福祉ニーズの把握から解決までの一貫した相談援助体制を
確立するために、総合生活相談所を開設します（一般相談及び専門（法律、法務）相談）。 

相談受付体制の整備・強化 
現状（H24末） 
 
実施（46件） 

目標（H26末） 
 

充実 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

低所得、障がい、高齢者世帯等の生活の安定及び修学のために必要な資金の貸付と相談
指導を行います。 

相談受付体制の整備・強化 
現状（H24末） 
 

実施 

目標（H26末） 
 

充実 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

教育、自立更生、疾病治療、生活安定等のために緊急に必要な資金の貸付と相談指導を
行います。 

相談受付体制の整備・強化 
現状（H24末） 
 

実施 

目標（H26末） 
 

充実 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

年末たすけあい募金（神奈川県共同募金会開成町支会主管）へ寄せられた寄付金の一部
を激励金として町内2ヶ所の障がい者地域作業所へ配分します。 

配分先・方法の見直し 
現状（H24末） 
 

未実施 

目標（H26末） 
 

実施 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

判断能力が不十分な高齢者や障がいをお持ちの方の日常生活上の金銭管理、財産の保全
及び福祉サービスの利用を支援するために、日常生活自立支援事業を実施します。 

該当者への適切な支援 
現状（H24末） 
 

実施 

目標（H26末） 
 

充実 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

町民が災害等により被害を受け、罹災された世帯に対して見舞金を、また、交通遺児を
激励するために、該当者の小・中学校及び高等学校の入学・卒業時に激励金をそれぞれ
支給します。 

該当者への適切な支給 
現状（H24末） 
 

実施 

目標（H26末） 
 

充実 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 
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② 福祉対象者カルテの整備・活用 

 

 

 

 

 

◎③ 法人後見事業の調査・研究 

 

 

 

 

 

08  在宅福祉サービスの推進（介護保険外） 
 

① 福祉機器貸与事業の実施 

 

 

 

 

 

② ふくし移送サービスの実施 

 

 

 

 

 

③ 軽度生活援助事業の実施 

 

 

 

 

 

④ ミニ・デイサービス「ふれあい金曜会」の実施 

 

 

 

 

 

⑤ レスパイト（障がい児者家族等の休息）サービスの実施 

 

 

 

 

  

在宅での援助を必要とする高齢者や障がいをお持ちの方等の個別状況を把握し、適切な
サービス提供へつなげることとあわせて、関係機関・団体との情報の一元化を図るため
に名簿を整備し活用します。 

掲載者数 
現状（H24末） 
 

641人 

目標（H26末） 
 

650人 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

判断能力が不十分な高齢者や障がいをお持ちの方の権利を擁護するための法人後見事業
について調査・研究します。 

成果のまとめ 
現状（H24末） 
 

未実施 

目標（H26末） 
 

方向性確立 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

在宅で日常生活をおくることに支障のある高齢者や障がいをお持ちの方等に対し、必要
とする福祉機器を貸与し、その在宅生活を支援します（ギャッジベッド、車イス等）。 

利用件数 
現状（H24末） 
 

81件 

目標（H26末） 
 

100件 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

歩行困難な高齢者や障がいをお持ちの方に対し、日常生活上の移動手段による利便提供
として、ふくし移送サービスを実施します（福祉有償運送対応事業）。 

利用件数 
現状（H24末） 
 

96件 

目標（H26末） 
 

120件 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

65歳以上の高齢者のみの世帯に対し、ヘルパーを派遣し軽易な日常生活上の援助を行
うことにより、自立した生活の継続を可能にするため、軽度生活援助事業を実施します
（ゴミ搬出、清掃、調理、買い物等）。 

派遣回数 
現状（H24末） 
 

649回 

目標（H26末） 
 

650回 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

外出することの少ない高齢者がつどい、ふれあいのなかから相互の交流と仲間づくりを
図ることにより、孤独感の解消と社会参加を促進するために、ミニ・デイサービスを実
施します（おしゃべり、歌、散歩、レクリエーションゲーム等）。 

参加者数 
現状（H24末） 
 

539人 

目標（H26末） 
 

550人 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

障がいをお持ちの児童・生徒を夏休み期間中一時的に預かり、介護者の身体的・精神的
な負担軽減と、当事者の情緒安定等を図ることを目的として、レスパイトサービスを実
施します（レクリエーションゲーム、工作、おやつづくり等）。 

参加者数 
現状（H24末） 
 

69人 

目標（H26末） 
 

80人 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 
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◎⑥ 買い物等外出支援方策の調査・研究・試行実施 

 

 

 

 

 

09  介護保険事業の推進 
 

① 居宅介護支援事業（ケアマネジメント）の実施（“介護予防”居宅介護支援事業含む） 

 

 

 

 

 

② 通所介護事業（デイサービス ）の実施（“介護予防”通所介護事業含む） 

 

 

 

 

 

③ 介護保険事業利用者等意向調査の実施 

 

 

 

 

 

10  地域包括支援センター事業の推進 
 

① 介護予防事業・二次予防事業の実施（開成町受託事業） 

 

 

 

 

 

② 包括的支援事業1（介護予防マネジメント事業）の実施（開成町受託事業） 

 

 

 

 

 

③ 包括的支援事業2（相談窓口・支援事業）の実施（開成町受託事業） 

 

 

 

  

買い物等外出支援にかかる新たな支援方策について調査・研究し、試行実施します。 

新たな外出支援事業の試行実施 
現状（H24末） 
 

未実施 

目標（H26末） 
 

実施 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

可能な限り自立した日常生活を送るために必要な居宅サービスが利用できるよう、居宅
サービス計画（ケア・プラン）を作成するとともに、計画に基づいて適切な居宅サービ
スの提供が確保されるよう、サービス事業者等との連絡調整等を図ります。 

プラン立案件数 
現状（H24末） 
 

666件 

目標（H26末） 
 

700件 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

可能な限り自立した日常生活を送るために、介護給付及び介護予防給付対象となる機能
訓練やレクリエーション、給食、入浴等の通所介護事業（デイサービス）を行います。 

一日あたり平均利用者数 
現状（H24末） 
 

11.0人 

目標（H26末） 
 

14.0人 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

開成町が必要と認めた二次予防対象者に対し、心身機能の低下を防ぎ、いつまでも住み
慣れた地域で自立した生活が送れるよう、健康状態や生活状況を確認し、必要なサービ
ス提供や相談を行います。 

訪問による状況把握と対応策にも
とづく介護予防の実施 

現状（H24末） 
 

実施 

目標（H26末） 
 

充実 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

二次予防の対象者が要介護状態になることを予防するため、心身の状況に応じた介護予
防事業を効率的に活用できるよう、介護予防のプランを作成します。 

介護予防プラン立案件数 
現状（H24末） 
 

582件 

目標（H26末） 
 

670件 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

居宅介護支援事業及び通所介護事業の利用者・家族の意向・要望等を把握し、今後のよ
り質の高いサービス提供・運営に反映していくことを目的として、アンケート調査を実
施します。 

サービスに概ね満足している 
利用者の割合 

現状（H24末） 
 

89.5% 

目標（H26末） 
 

95.0% 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

相談窓口体制を強化し、介護保険に関するもののほか、高齢者の生活全般にわたる幅広
い相談を受け付け、専門的・継続的な観点から必要なサービスや機関へつなぐ支援を行
います。 

相談窓口体制の整備・強化 
現状（H24末） 
 

実施 

目標（H26末） 
 

充実 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 
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④ 包括的支援事業3（権利擁護事業）の実施（開成町受託事業） 

 

 

 

 

 

⑤ 包括的支援事業4（包括的・継続的ケアマネジメント事業）の実施（開成町受託事業） 

 

 

 

 

 

⑥ 任意事業の実施 

 

 

 

 

 

 

 

  

高齢者が安心して暮らせるよう、関係機関と連携を図り、権利擁護相談や高齢者虐待防
止に取り組みます。 

連携強化と地域包括ケアシステム
の構築へ向けた検討 

現状（H24末） 
 

実施 

目標（H26末） 
 

充実 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

医療機関との連携や介護支援専門員への後方支援、ネットワークづくりに取り組みます。 

居宅介護支援事業者連絡会の開催 
現状（H24末） 
 

1回 

目標（H26末） 
 

4回 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

介護者の健康維持・増進と介護負担の軽減、適切な介護知識・技術の習得、地域住民へ
の啓発に、開成町や民生委員児童委員協議会、自治会福祉部等と協力して取り組みます。 

認知症サポーター養成事業への協
力 

現状（H24末） 
 

未実施 

目標（H26末） 
 

3回 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

介護家族教室・介護者のつどいの開
催 

現状（H24末） 
 

2回 

目標（H26末） 
 

4回 
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11  事業推進体制の整備 
 

1） 会務等 
 

① 理事会、監事会、評議員会、理事担当部会（総務・事業）、トップミーティング（経営者会 

  議）の開催 

 

 

 

 

 

② 役員研修会の開催 

 

 

 

 

 

③ 福祉コミュニティプラン進行管理委員会の開催 

 

 

 

 

 

④ 職員会議の開催 

 

 

 

 

 

○⑤ 法人運営改革委員会の開催 

 

 

 

 

 

○⑥ 新会計基準移行に向けた準備 

 

 

 

 

  

理事会（執行機関）を6回、監事会（監査機関）を3回、評議員会（議決機関）を2
回をそれぞれ開催し、法人運営を円滑にすすめます。 

理事会への理事の出席率 
現状（H24末） 
 

92.0% 

目標（H26末） 
 

95.0% 
% 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

役員の資質向上と情報・意見交換等を図るために研修会を開催します。 

研修会への役員の出席率 
現状（H24末） 

 
56.7% 

目標（H26末） 
 

75.0% 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

福祉コミュニティプラン（かいせい社協実施計画H23-27）の着実な遂行と評価及び必
要な補正等を行うことを目的として、進行管理委員会を2回開催します。 

第3者評価機関としての役割発揮 
現状（H24末） 
 

開催 

目標（H26末） 
 

適切な反映 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

職員の資質・専門性の向上と情報・課題意識の共有化を図るために職員会議を開催しま
す（各部門別ミーティング等）。 

週1回以上の開催によるコミュニ
ケーション強化 

現状値（H24末） 
 

開催 

目標値（H26末） 
 
相互理解の深化 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

これからの地域福祉新時代をリードする新たな社協像を創造・構築すべく、法人運営を
抜本的に見直し（テーマ毎集中的・多角的検討）、体質改善・組織改革へつなげることを
目的として委員会を開催します（H26.01～09）。 

報告書のまとめ（H26.09） 
現状（H24末） 
 

未実施 

目標（H26末） 
 

まとめと反映 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

新会計基準への移行（H27.04～）に向けた準備をすすめます。 

新経理規程・科目の整備 
現状（H24末） 
 

未実施 

目標（H26末） 
 
整備完了・移行 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 
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2） 財源の確保 
 

① 会員加入の促進 （地区別かいせい社協説明会とのリンク） 

 

 

 

 

 

② 寄付寄託者の拡大 

 

 

 

 

 

③ 福祉基金の増強 

 

 

 

 

 

④ 共同募金の実施 

 

 

 

 

 

3） 連絡調整機能の充実 
 

① 公私社会福祉事業関係機関・団体等との連携 

 

 

 

 

 

② 福祉会館の管理・運営（指定管理者制度事業） 

 

 

 

 

 

③ 民生委員児童委員協議会の支援（事務局） 

 

 

 

 

住民組織、公私社会福祉事業関係者をはじめ、幅広い分野からの参加を得、地域社会の
総意を結集することとあわせて、社会福祉への関心の喚起、町社協への参加意識の醸成
のために、町社協会員の募集と会費徴収を行います（新規作成パンフレット発行含む）。 

一般会員（世帯）加入率 
現状（H24末） 
 

65.9% 

目標（H26末） 
 

80.0% 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

住民の皆さんから寄せられた善意の寄付金品等を受け入れるとともに、寄付寄託者の拡
大を図り、自主財源の確保に努めます。 

寄付金額 
現状（H24末） 
 
1,055,114円 

目標（H26末） 
 
1,100,000円 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

果実（利息）等を自主事業の安定した財源とするために、寄付金収入等により福祉基金
の増強に努めます。 

位置付けの見直し  
（改革委にて検討） 

現状（H24末） 
 

未実施 

目標（H26末） 
 

方向性確立 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

神奈川県共同募金会開成町支会主管による共同募金に協力します。 

寄付金額 
現状（H24末） 
 
2,772,056円 

目標（H26末） 
 
2,780,000円 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

公私社会福祉事業関係機関・団体等と連携し、協働事業の推進を図ります（開成町、自
治会長連絡協議会、民生委員児童委員協議会、共同募金会開成町支会、ともしび運動推
進協議会、ＮＰＯ、近隣社協）。 

連携・ネットワークの強化 
現状（H24末） 
 

実施 

目標（H26末） 
 

有機的連携 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

福祉会館の施設・設備の維持・管理並びに利用に伴う運営を行います。また、利用案内
等を広報紙に随時掲載し広くＰＲに努めるとともに、開成町とも連携を密にし施設利用
の充実を図ります（本会ホームページ上にて福祉会館各部屋の予約状況公開含む）。 

利用回数 
現状（H24末） 
 

2,589回 

目標（H26末） 
 

2,800回 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 

地域福祉推進のパートナーたる民生委員児童委員協議会（31人）の事務局として、運
営を支援します。 

活動日数（年延） 
現状（H24末） 
 

5,214回 

目標（H26末） 
 

5,300回 

【目標】 

【目標達成度
を計る指標】 


